
国
　
　
語

「
ル
リ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
の
青
」
よ
り

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）5
月
14
日（
火
曜
日
） 

朝
刊

「
源
氏
物
語
」
よ
り

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）11
月
19
日（
土
曜
日
） 

朝
刊

「
水
の
東
西
」
よ
り

平
成
24
年（
２
０
１
２
年
）11
月
13
日（
火
曜
日
） 

朝
刊

「
唐
詩
」
よ
り

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）10
月
25
日（
金
曜
日
） 

朝
刊

【
取
り
組
み
の
ね
ら
い
】

①  「
温
故
知
新
」
を
意
識
さ
せ
る
。
教
科
書
の
作
品
世
界
と
日
常
世
界
に
は
共
通
項
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。

② 

作
品
世
界
の
知
恵
を
日
常
生
活
に
活
か
す
態
度
を
養
う
。

③ 

古
今
の
情
報
を
幅
広
く
得
て
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
。

課
題
の
提
示
の
工
夫
例

（
現
代
文
）「
水
の
東
西
」
山
﨑
正
和
を
読
ん
で

【
課
題
】　

筆
者
は
「
水
の
東
西
」
で
、
日
本
の
「
鹿
お
ど
し
」
、
西
洋
の
「
噴
水
」
を
具
体
例
に
、
日

本
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
比
で
日
本
文
化
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
な
た
が
興
味
の
あ
る
具
体
例
を
挙
げ
て
、
対
比
で
、
文
化
の
違
い
を
説
明
し
な

さ
い
。

　

（
具
体
例
）
言
葉
、
礼
作
法
、
食
べ
物
、
習
慣
等

　

（
対
比
例
） 

日
本
と
西
洋
、
静
岡
県
と
他
県
、
県
西
部
地
区
と
県
中
部
地
区
、
自
校
と
他

校
、
自
家
と
他
家
等

　

目
標
20
行
、
最
低
15
行
。

（
現
代
文
）「
ル
リ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
の
青
」
福
岡
伸
一
を
読
ん
で

【
課
題
】　

「
大
切
な
の
は
、
何
か
一
つ
好
き
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
好
き
な
こ
と
が
ず
っ

と
好
き
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の
旅
程
が
、
驚
く
ほ
ど
豊
か
で
、
君
を
一
瞬
た
り
と
も
飽
き
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
静
か
に
君
を
励
ま
し
続
け
る
。
最
後
の
最
後
ま

で
励
ま
し
続
け
る
。
」
と
文
中
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
あ
な
た
が
好
き
な
こ
と
、
静
か
に
君
を
励
ま
し
続
け
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
興
味

や
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
大
切
な
も
の
（
物
品
に
限
ら
な
い
）
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
や

理
由
、
体
験
を
書
き
な
さ
い
。

　

◎
序
論
・
本
論
・
結
論
の
三
段
構
成
で
書
く
。

　

1
（
序
論
）
ズ
バ
リ
質
問
に
答
え
る
。

　

2
（
本
論
）
「
魅
力
や
理
由
、
体
験
」
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

　

3
（
結
論
）
質
問
に
再
度
答
え
る
。

　

目
標
20
行
、
最
低
15
行
。

（
漢
文
）
唐
詩
を
読
ん
で

【
課
題
】　

「
唐
詩
」
既
習
四
首
の
中
か
ら
好
き
な
詩
を
一
首
選
び
、
白
文
で
書
写
し
、
次
に
鑑
賞
文
を

書
き
な
さ
い
。

　

目
標
20
行
、
最
低
15
行
。

【
実
施
方
法
】

① 

学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、
作
品
関
連
の
題
材
で
文
章
を
書
か
せ
る
。

② 

設
定
時
間
は
20
分
間
。

③ 

作
文
要
旨
は
A
４
判
リ
ポ
ー
ト
用
紙
、
罫
線
の
高
さ
は
９
ミ
リ
。

④ 

文
字
数
は
目
標
20
行
、
最
低
15
行
。

⑤  

制
限
時
間
で
回
収
。
時
間
で
書
き
終
わ
れ
な
い
生
徒
は
そ
の
日
の
う
ち
に

提
出
す
る
よ
う
指
示
。
未
提
出
者
に
は
注
意
と
減
点
を
言
い
渡
す
。

⑥  

提
出
さ
れ
た
文
章
の
中
か
ら
、
面
白
い
文
章
を
投
稿
要
項
に
合
う
よ
う
に

清
書
さ
せ
て
投
稿
す
る
。
生
徒
同
士
の
互
選
も
効
果
的
。

【
実
施
の
コ
ツ
】

　

最
初
の
10
分
が
肝
心
。
筆
記
具
の
音
だ

け
の
集
団
に
な
っ
た
ら
、
集
団
の
力
が
個

人
を
後
押
し
し
て
、
書
け
な
い
生
徒
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
る
。
選
ん
だ
生
徒
に
は

「
挑
戦
」
と
い
っ
て
清
書
さ
せ
る
。

（
古
文
）「
源
氏
物
語
」
若
紫
を
読
ん
で

【
課
題
】 　

垣
間
見
に
よ
る
若
紫
の
発
見
。
「
か
の
人
（
藤
壷
の
宮
）
の
御
代
わ
り
に
」
と
考
え
る
光
源

氏
の
愛
の
屈
折
。
尼
君
と
若
紫
の
会
話
を
通
し
て
当
時
の
人
々
の
在
り
方
生
き
方
が
見
え
て
き

ま
す
。
尼
君
と
女
房
と
の
和
歌
の
贈
答
。
藤
壷
の
宮
と
若
紫
の
関
係
等
、
内
容
の
濃
い
物
語
と

な
っ
て
い
ま
す
。
古
典
文
学
の
最
高
峰
と
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

「
源
氏
物
語
」
の
一
節
を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
場
面
は
、
古
来
、
多
く
の
絵
師
が
絵
に
描
い
て

い
る
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
心
に
残
っ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
自
由

に
感
想
文
を
書
き
な
さ
い
。

　

目
標
20
行
、
最
低
15
行
。

温
故
知
新

〜
投
稿
で
作
品
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
す
る


